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第 二 管 区 海 上 保 安 本 部 

海 の 安 全 推 進 室 

◆詳細な水深や海域情報を掲載 

◆大型船向き 

◆サイズ：1,085mm×765mm（Max） 

 安全な航海のためには、航海を予定している海域の 

 「水深・浅瀬の位置・灯台・海岸付近の目標物・陸上の地形・海流・潮流など」  

について事前に調査することが大切です。 

 しかし、海域調査を十分に行わなかったために、海難が多発しています。 

 一度、浅瀬へ乗揚げる事故を起こすと、船の撤去費用のほか、船体損傷等により燃料が

漏れ出した場合には、流出油の処理費用等、多大な金銭負担を生じます。 

 海域調査には、海図や沿岸小型船用参考図（Ｙチャート、Ｓガイド、ｎｅｗ ｐｅｃ）が 

役立ちます。 

 これらには、船舶の安全な航海に欠かすことのできない情報がたくさん載っています。 

 海へ出る際は必ず海図等を確認し、安全な航海の手段としてご活用ください。 

皆さん、航海予定の海域を事前調査していますか？ 

Ｙチャート、Ｓガイド 

海図（紙海図、電子海図） 

◆水深は載っていないが、浅瀬の情報は掲載 

◆小型船向き 

◆「沿岸小型船舶用参考図」として指定 

◆サイズ：Ｙチャート Ｂ３版、Ｓガイド  Ｂ５版 

航海用電子参考図new pec 

◆パソコンに接続したGPS受信  

 機から自船位置を表示可能 

◆「沿岸小型船舶用参考図」と  

 して指定 

◆DVDやインターネットによ 

 り発行 

◆航路標識からマリーナ、地 

 名、圧倒的な情報量 

◆パソコン上でチャートを 

 操作することができる 



 

 

 海の安全情報スマホ版サイト 

（沿岸域情報提供システム） 

マリレ情報よろず屋 

～バックナンバーはこちら～ 

マリレ情報よろず屋に関するご質問等は、「022-365-9609（直通）」までご連絡ください。 
 パソコンの方：「マリレ情報よろず屋」「海の安全情報]で検索！ 

船舶事故の未然防止のために！ 

【自動膨張式救命胴衣について】～きちんと作動しますか？～   

 これからの季節、暖かくなってくるため、ボートで海に出る機会も増えてくると思います。その際、着用する救

命胴衣のうち、特に膨張式救命胴衣については次のような注意が必要です。 

 自動膨張式救命胴衣は、自動膨張装置を内蔵しており、それに付随して定期交換の必要な部品等も使用されてい

ます。1年に1回は、製造業者への点検を依頼しましょう！ 

 製造から時間の経った自動膨張式救命胴衣は、全体的な部品の劣化も考えられるので、尚更、点検を受けてから

使用するようにしましょう。 

 点検を受けずに長年使用したため、自動膨張装置が作動せず、重大事故に至った

ケースもあります。 

 自動膨張式救命胴衣は、嵩張らず便利使い勝手の良い面もありますが、その機能を維持するためには、定期的な

メンテナンスを行う必要がありますので、使用される方は注意してください。  

                                                      

ワンポイント講座 

【アクセスしてみてください！】 

 海上保安庁では、次のような「海の安全情報」を提供しています。 

 また、ＵＲＬ（http://www6.kaiho.mlit.go.jp/02kanku/）にアクセスして、登録者 

情報を入力していただくと、登録したメールアドレスに24時間体制で海上保安庁 

が発表する緊急情報や気象庁発表の気象警報・注意報等を電子メールで配信する 

サービスを提供しています。 

Scan Please！ 
スマホ版では、 

漁業権の区域も見

ることができます！ 


